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　高知・愛媛両県境近く，中津山の南東方尾根に分奮す

る石灰岩岩体を名野想石灰署鉱床と呼ぶ・当鉱床は上部

古生麟中に黒色千枚尉麟と互屡する3麟の横臥した鉱体

からなる，

　その分布は東西31轍，幽北鷺鷺を占め，良質かつ

閥国管内囎指の鉱床規模であることが判明した．

肇．，緒　　欝

　近時，園内石灰貰資源に対する権利確保の動きは活発

で，1些囑地方においても沿海部はすでに余すところな

く，背梁山地中に賦存する鉱床もほとんど鉱業権の設定

あるいは鉱区の出願申請が行なわれ，本鉱区にも昭和総

年度昌．1願申請が行なわれている、，鉱床は高知・愛媛両県

境近く地理的に不便な辺境に位置熱，既刊の地質調査所

発行驚O万分の翌高知図煽，および商知県商工観光課発行

窯O万分の護高知県地質鉱産図によれば鉱床は東餌糠難，

南北l　kmの広城に表税されている以外は詳細な報告資

料がない．本調査は，鉱床規模，贔質などを明らか鏡し，

今後の石灰着資源開発に資せんとする剛矯をもつて実施

した．

焦　鉱露関係

鉱区所在地1高知県吾川郡吾川村大字麟野川および愛

　　　　媛県上浮穴郡柳谷村大掌中津

面　積1貿，滋0アー一ル

鉱　種1石灰石

試掘出願人1高知県南国市臼木谷§§番地

無　位鷺および交遇

　鉱床は高知・愛媛両県境近く，主として商知県管内に

位置し，鉱区南方には高知一・松由問を結ぶ圏道器号線を

　寧鐡欄験霧鏡事務所
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1翼1レ犠　　難

蚤．ン

　　、潔

　　　瀞
　　　　㌃

逓ずる．轟知方面からは商知一撫辮鞭）騨鉄バスを利用

し，名野想下車，これよ！フ北爾方に約騒顯，渓谷沿い

のトラツク道路を遡り幾坂に至る．長坂より鉱区内へは

急坂を辿弊・i名野州鉱山（銅山〉跡を経て登はん約鱒分

を要する．

毒．　地形および地質概説

　愛媛県醸河渓に源を発する仁淀川は愛媛・高知両県境

に欝え樵申津出（蓋，騒鱒源）の西麓から南麓を迂曲レ東

流Lて高知県土佐湾に潰三ぐ、、仁淀州が両県境にかかるこ

ろよ聾盆洲盆地に入る問は窟曲はなはだしく両岸の地形

は急斜面をなして切撃立つた急崖を形成す輪．

　鉱床は申津山の尾根が南東方に延びて標高1，撫鷺鷺峰

に遠なる陵線沿いに東頭紘m，南北鷺鶯の範闘を占

め，石灰岩露頭は断崖をなすためその分布は遠くから容

易に観察することができ熱，，

　地質は上部古生層に属熱，下部は緑色千枚岩，、ヒ部は

黒色千枚岩および石灰岩で構成される．

　緑色千枚岩麟中には糞三略野川鉱山によ診稼行きれた別

子型含銅硫化鉄鉱鉱床を騒胎し，聡灰岩層は黒色千枚岩

層中におもな窪麟がある。

　地層の一般走向は東醤，傾斜は轡～5解Nを示レ，山
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圭幾藻斐嚢磁 懇　譲　ぐ嬉馨懸　籍　導　讐〉

麓低地では懸傾斜するが山ゴ解では緩やかとなる。した

がつて山頂部近く，横臥に近い緩傾斜をなす3／、、の；石灰

：岩露蓑莫は蕪挙巻状にtシ｝布する、構造は比1鮫的葺i調い学ある

が，鉱醸鋳曇部は南北に近い断麟　（推定）および藤繭軸

で僅かに東方に沈んノε肉余ト構造によ参地罵は妻湯部的に変

イ立し，檸1余／もナ粟鱒臓し甲ぐ籍簿と墳くる毒勢譲㍗カ“ある。

難　鉱　　床

　石灰岩鵯は黒色千枚岩麟を．．ヒ下盤とt〆，おもな欝、．1が

　布する、、その分1布は地驚鰹3に㎜m角、乾毫，欝5，嚢懲峰の東

地区と鞍部を翼llてこ2Lと1懲かい舎バ場方グ）1，黛2鋳雀1峰の

誕蝿区に分斑〉れ，前記のとお欝騨）おゲ）鉢巻状に醸頁

部近くを纈縛する、

　模式柱状懸iに，糞博『とおり攣鍛葉蚕囎の上下盤1愈いずれも

黒色千枚戴で，爾者の境界は鮮鋭に，移化する．東超癒ζは

倖覇ヒ撰三の黛断麟ネ欝よび東醒麟曲による地腰の擾乱があ

1）爵さらに北余藝癒におい甲ぐは地形の傾余尋と下嚢セ1の署灰葦｝

層の傾斜がほぽ一・致㌔－，かなり不規則な分布を示す。、蕎

地縫は夢無璽的な舞；巻、鍬累麟を示す鷺

1二

＿＿　　　　訟＿

＿』
　　　吟

『　　一

3揃　　鉛
一　』　 　一　　　一

U撚角点　豊，群5．撫癬隆の南斜面では60凱に達する．北斜

瀬では地形の傾斜と本屡の傾斜が織ぽ一致レ，由麓に向

かつて北斜面に、燕々と島嘆状に残留した小分布がみられ

恐．鉱床東端は煎記のとお鯵不明である。

　§，黛中　麟

　西地麹では規、則正しく下層の上位に層間疑離20蹴をお

いてま，2無）達徽鐸1条運頁音β近くを闘続し，1東糞慰区でも幣1ぐ層と1激1禦

嗣様な配列を示す．東地区南斜面では下層との麟問距離

は呈○覇と狭ばまり，爾者はあたかも同…・簡として沁○螢

近い絶壁をなし，登轍んは園難である・

　繊霧上　騰

　本層は蜂、1頂部を占めるため上限は不明で，　三角、“乳

至，貸鍬黛搬峰頂部では50熱の懸崖をなして屹立する。東

部延長は断層によ1り漸次葬方に向かつて低下じ，さらに

東準、同斜構造によ夢爾東斜面に不規則な配列を示す．こ

のi菊東斜衝に露出する小岩体はあるいは上層ではなく，

中層と一曇ゴ，季間のレンズ状鉱体の発達したものかとも推測

され、る．

、よ

仁
　　・†㎜

　　　　　　　嬢蔓／瓢　　膜　武　撃　賦　1製

　今嗣は調査グ）田程上，断麟よ甑策部延長についての露

頭追跡は行なわなヵ　）た濫め鉱床二漿端猪）形懸勲壌不1，i月であ

るが，1断層以東1こは鯨鍵をなす露頭は認められずおそら

くほどなく尖・滅するものと、懲わ泊，る。

　鉱床は東地区中央部で最も肥大するが，．翌体姥かなり

／膨縛1がある，以下・各4馨の〉布につ』・て雲翁べる．

　敬謹下　轡

　四地区ではほとんど水平に近く，南斜面より西斜面に

わた鎖懸娃をなした好露鐡地があ参，北側ではわずかに

北東方に沈んだ向斜軸で北東方に傾斜し，麟厚は肥大部

で30撒，平均20雛である．東地区に移り導1さは漸次肥大

　　　　　　　難。　難位および鉱量

　載1熊位
　白色ないし灰鶯魚を呈、し緻糖質で，ときに灰臼色部と

戯色部とが細かい縞模様をな、す．採取試料は代表的なも

のとして次の分析結果を得たが，晶質は良質である．

試、欝“欝1

茎

黛

3

　　　分　薩弾　騨1　鐸嵩　爽

、留、i翌i瓢刊萱圏鉱i．型野

5“・i鱒3鰯i鱒4i・綱墨錨
灘oOi鍛軽鱒驚…鱒警1編7i醤繊
葺徴纒…○講岱　甑○《　o鐙6i雛ほ麟　娼講倉

　　　　　　　　　　　　　　分…／峯：j

　難，窯鉱量

　頃一一鉱区と転．て鉱量は次表のとお夢管内では大規模な

ものに属する。鉱量は概算で開発的免、地からはなお採掘

率，安全率を考慮すべきで群垂に鉱床規模とし削些参考的数

！直にとど窟る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難繍　 難｝ン

　　・響…栖　部 東　部　　計
層別

、L

蓼1峯

下

総

層

麟

層

＼～。li

　l… 　星貸　　　　磁喋

i，／）7§　　　誌辞婆慧（）

慧，墨暮礁　　　董§，3（愚

3，導82　　　慧4，3襖9

》，結　　藷

　惣量癖　　75G

5，墨99無呂多5（）0

2亙，7≦）豊無慧驚要○ぐ）（）

黛8，｛）3茎癖慧暮，（）0（）

当鉱床は圏圃背梁山脈の南側を構成し，幽圏地方の石

薦一一ぐ澱藁〉



騰知県峯馨野／蘇灘ζ石鉱床（溝島織之）

灰石資源として重要な地位を露める上部古生麟中の石灰

石鉱床に属する．

　鉱床は山頂部近くを闘緯して横臥する斜馨が賦存し，

鉱量は総計驚億暮千万トンに達する管内としてぐよ屈指の

規模であることが判明した．

　品質め点も珪酸・マグネシウム・アル隻ナ分の含有が

きわめて低く良質である。資源的価櫨としては地理的に

国道灘暑線は足下を通ずるが，高知一松霞問の中問に位

置し，搬出の、轍で現状では直ちに企業の対象おな碧えな

いが，輿地騰発の気運に伴ない，遠からず企業対象とし

て検討されるべきものと思惟する．

　　　　　　　　　　　　　（昭鯛㌘年斜1調査〉

欝一（3灘！




